
　自主防災組織とは、「自分たちの地域は自分たちで守る」という『共助』の精神のもと、地域住民が
自主的に防災活動を行う組織のことです。山都町においては、令和 4年 5月現在、36組織の自主防災
組織が結成されています。
　今回は、地域の防災訓練に精力的に取り組む上司尾地区自主防災組織の山下さんにお話を伺いました。
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上司尾地区自主防災組織

な
ぜ
自
主
防
災
組
織
が
必
要
？

　

大
き
な
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
、
救
助
さ

れ
た
人
の
多
く
は
自
力
や
家
族
ま
た
は
近
所

の
人
だ
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
消
防

や
自
衛
隊
は
、
通
報
し
て
す
ぐ
現
場
に
来
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
災
害
が
大
き

く
な
る
ほ
ど
、
道
の
状
況
が
悪
か
っ
た
り
、

同
時
多
発
的
な
火
災
が
起
こ
っ
た
り
す
る

と
、
現
場
に
到
着
す
る
時
間
も
遅
く
な
り

ま
す
。

上司尾地区自主防災組織

会長　山下  正信さん
　

地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、
す
ぐ
に
駆
け

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
力
が
防
災
に
繋
が
っ
て
く
る
の
で
す
。

災
害
は
他
人
事
で
は
な
い

　

こ
の
地
域
は
約
１
６
０
戸（
約
３
０
０
人
）

を
13
組
に
分
け
て
い
ま
す
が
、
当
時
、
自
主

防
災
に
取
り
組
む
組
織
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
近
年
の
災
害
、
特
に
熊
本
地

震
や
令
和
２
年
７
月
豪
雨
が
発
生
し
て
か
ら

は
、「
災
害
は
決
し
て
他
人
事
で
な
く
、
自

分
た
ち
が
、
自
分
た
ち
で
、
防
災
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
」と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
、

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
、
地
区
の
総
会
で

提
案
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
始
め
に
、
令
和
２
年
に
住
民
40
戸
を

防
災
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
立
ち
上
げ
、
そ
の

後
順
次
全
戸
を
対
象
に
活
動
を
広
げ
て
い
き

ま
し
た
。

防
災
意
識
向
上
の
た
め
に

　

昨
年
度
は
、
町
の
野
口
危
機
管
理
監
に
依

頼
し
、
防
災
講
話
を
４
回
開
き
ま
し
た
。
令

和
２
年
７
月
豪
雨
な
ど
最
近
の
災
害
の
特
性

か
ら
南
海
ト
ラ
フ
の
概
要
な
ど
関
心
の
高
い

講
話
を
開
催
し
、
住
民
の
意
識
向
上
を
図
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、参
加
者
の
多
い
環
境
整
備
活
動（
草

刈
り
、
川
の
清
掃
活
動
）
の
と
き
に
、
消
火

栓
や
避
難
所
の
場
所
を
確
認
す
る
こ
と
で
、

日
ご
ろ
か
ら
非
常
時
の
行
動
に
つ
い
て
意
識

を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
促
し
て
い
ま
す
。

近隣住民等
約27,000人
（約77.1％）

消防、警察
自衛隊
約3,000人
（約22.9％）

◀
熊
本
地
震
で
倒
壊
し
た
住
宅
（
益
城
町
）

【
出
典
：
熊
本
災
害
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
／
提

供
者
：
熊
本
大
学
】

◀
昨
年
開
催
さ
れ
た
防
災
講
話
の
様
子 

住
民
の
参

加
率
は
80
％
と
高
い
参
加
率
を
出
し
て
い
る

阪神・淡路大震災における
救助主体と救出者数

５月 15日に行われた防災訓練の様子
（消火訓練、非常食の試食）

「
命
を
守
る
自
主
防
災
組
織
の
取

組
み
を
」

山
都
町
危
機
管
理
監　

野
口　

勝
広

　

山
都
町
に
お
け
る
自
主
防
災
組
織

は
、
自
治
振
興
区
と
し
て
27
組
織
が
、

行
政
区
と
し
て
9
の
組
織
が
設
立
し
、

36
組
織
が
現
在
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、「
自
主
防
災
組
織
防
災
訓
練

強
化
期
間
」
を
、
５
月
と
11
月
の
２
回

を
設
定
し
て
お
り
、
避
難
訓
練
等
の
実

施
率
は
80
％
と
、
住
民
の
意
識
は
年
々

高
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

近
年
、
災
害
は
ど
こ
で
起
き
て
も
お

か
し
く
な
い
状
況
で
す
。
日
頃
か
ら
防

災
訓
練
を
や
る
こ
と
が
備
え
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
訓
練
以
上
の
こ
と
は
、
災

害
時
に
お
い
て
は
、
で
き
な
い
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
訓
練
の
重
要
性
を
認

識
し
て
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
防
災
訓

練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
今
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」

を
合
言
葉
に
地
域
住
民
か
ら
声
を
出
し

「
自
分
の
命
は
自
分
た
ち
で
守
る
」「
地

域
は
地
域
で
守
る
」
こ
と
を
肝
に
銘
じ

山
都
町
と
し
て
の
防
災
力
を
向
上
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

問
合　

総
務
課　

☎
72

－

１
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１
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参考　令和 2年防災白書（内閣府）
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